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はじめに

わかしお薬塾研修会（薬塾）は、昨年3月3日に第1回目を開始し、毎週木曜日
19：30からウェビナー形式で開催を続けて、今年の3月2日で第45回を迎えた。

薬塾は、糖尿病性腎症の重症化による透析導入を阻止する取り組みの一つ
として、主治医と連携してかかりつけ薬剤師が実施する減塩指導をベースとし
た服薬管理指導のスキルアップを目的としている。

薬塾に参加する薬剤師が、減塩指導のツールを作成すると共に、患者指導に
精通している保健師、栄養士等のコメンテータがオンラインで参加するロールプ
レイングを通じて指導スキルの向上を目指している。

また、服薬指導の結果をレーシングレポートとして病院にフィードバックし、そ
の蓄積により地域連携薬局の認定取得を視野に入れている。

地域の病院と患者と薬局が三位一体となって重症化予防を実践していく事がこ
のプロジェクトのキモである。



わかしお薬塾のルーツはわかしお医療ネットワーク！！



わかしお医療ネットワーク
2000年に経済産業省補正予算公募事業である「電子カルテを中
心とした地域医療情報化」に応募し採択され、2001年に千葉県立
東金病院を中心に診療所・保険調剤薬局・訪問看護ステーション・
保健センター・介護施設等の施設を結び、立ち上げられた。
同ネットワークは、ITを活用した地域医療連携の成功事例として
注目され、その成功要因として、病院と地域の診療所とのヒューマ
ンネットワークの形成と、診療所医師への技術移転に尽力したこと
があげられる。
また、日本で初めて予防から在宅医療までをITソリューションで結
び、これからの地域医療（地域包括ケア）の先駆モデルとしても注
目され、多くのメディアでも取り上げられてきた。



東金病院主催の地域の診療所医師や調剤薬局薬剤師を対象とした定期的研修会
を通して地域の診療所医師・調剤薬局薬剤師への技術移転が進み、ヒューマンネッ
トワークづくりがわかしお医療ネットワークの実現の下地となった。
情報＆知識の共有となる定期的な研修会の開催は、技術移転に留まらず、お互い
の顔が見える関係性が深まり、（チームワーク的な）一体感が生まれるといった相乗
効果が期待できる。

地域の医薬連携の肝は、⼈材育成（研修会の充実）と
お互い顔の⾒える関係性の構築！！
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l 技術移転・実践支援をめざす定期的研修階の開催が前提である。

l 組織的に役割を分業し、各リーダーを配置してシステマチックに
専門性・専任性を持たせると共に各人の負担を軽減すること。

l 継続的推進力となる情熱とビジョンが必須であること。

l マンネリ化を打破する時流にマッチしたアップデート情報を、必ず
盛り込むこと。

l 「かかりつけ薬剤師」の認定資格を継続するため、薬剤師研修セ
ンターの単位取得が可能な研修会とすること。

わかしおネットワーク〜わかしお薬塾プロジェクトから⾒えてきたこと
地域で包括的医療福祉ネットワークを構築するにはどうする？


